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 2008 年 4 月から 2017 年 3 月にかけて、当施設および関連の 2 施設において、慢性硬膜




腫に先行する外傷から神経内視鏡観察までの期間を、16－30 日、31―45 日、46－60 日、





 外傷からの期間と CT 所見の関係性において、厚さ 20mm 未満の比較的薄い血腫は 30 日
未満の早期群で最も多く(p=0.037)、外傷後の経過が長い症例ほど血腫が厚い傾向にある
ことが示された。また、内腔が high-low mixed density を呈する血腫は外傷より 2 か月
以降で有意に増加していることが示された(p=0.017)。神経内視鏡所見と CT 所見の関係
性において、血腫腔内の凝血塊は CT で high density もしくは high-low mixed density
を呈する血腫との有意な関係性が明らかとなった(p<0.001)。他に、柱状構造と high 
density、隔壁構造と mixed density との間にいずれも関係性が示された(p=0.040、
p=0.004)。外傷からの期間と神経内視鏡所見の関係性において、血腫外膜の微小出血斑
は全ての時期を通じて高率に認められた。一方、血腫腔内の凝血塊は二峰性の分布を呈





















































































A;  隔壁構造の開放を行っていない症例に関して 7 例中 6 例と高率に再発していた。 
 
 その他いくつか質問やコメントがあったが、発表者はいずれについても概ね的確に応答
した。 
 
以上、内容の斬新さ、重要性、研究方法の正確性、表現の明確性および質疑応答の結果
を踏まえ、本論文は博士学位論文に値すると評価された。 
 
